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 この章では、一般に「未来」を表すとされる be going to を取り上げます。特
に、be going to はどのような仕組みで未来を表すかという問題を考えていきま






2. Be Going To はどのような場合に使われる表現か: 事実の確認 
 Be going to はどのような仕組みで未来を表すかという問題を考えるに当たっ
ては、話の前提として、この表現がどのような意味・用法を持つかをはっきり
させておくことが必要です。この節では be going to に関わるいくつかの事実を
まとめておきます。 




(1) We are going to get a new car soon. 1 
(2) 
a. Look at the sky. It's going to rain. 
b. Sandra's going to have another baby in June.2 
(3) 
a. You are not going to play football in my garden. 3 
b. I'm not going to sit up all night listening to your problems! 4 
c. No, you're not going to use that! 5 
d. Your interview is going to be held in my office. 6 
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e. He's going to suffer for this.7 
f. You are going to do as I tell you. 8 






















 (3a)は Swan(2005:214)で「命令・拒絶」(commands and refusals)に使われる
とされているもののうち、「命令」に当たる例です。(3b)は「拒絶」に該当しま










 ところで、未来について語るのに使われる be going to は助動詞のようなもの
という印象があるかもしれません。それでは、次のような例はどうでしょうか。
これらの be going to は助動詞と言えるでしょうか。 
 
(4) 
a. She will be going to close the door.15 
b. He has to be going to start writing soon.16 









 これらが示しているのは、be going to が完全な助動詞としてではなく、ふつ
うの進行形と同じように使われることがある、ということです。 
 まず、完全な助動詞は二つ続けて使うことはできません。たとえば(5a)のよ 
うに、will と can を続けて使うことはできません。 
 
(5) 
a. * He will can tell you. 
b. He will be able to tell you. 
 
 このような意味を表したいときには、(5b)のように、完全な助動詞ではない
be able to を使います 19。 
 ところが、(4a)では will に続けて be going to が現れています。ということ 
は、この場合の be going to は完全な助動詞にはなっていないということです。 




a. * to can … 
b.  to be able to ... 
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 このような意味を表したいときにもやはり、(6b)のように、be able to を使い
ます。 
 ところが(4b-c)では、to に続けて be going to が現れています。ということは、
この場合の be going to も完全な助動詞にはなっていないということです。 
 これだけではありません。Be going to は完了形で使われることもあるのです。 
 
(7) I have been going to do that for ages.20 
私はずっとそれをしようと思ってきたのです。 
 
 この場合の be going to も、完全な助動詞にはなっていないわけです。 




a. You're always going to start tomorrow. But be honest with yourself: This is merely a 
game aimed at reducing guilt. Begin to improve your eating habits now.21  
















a. Be going to は「主語 (=話し手 )が現在持っている意志・予定」「現在の状況
に基づく未来のことについての見通し」を語るのに使うことができる。 (1)(2) 
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b. Be going to は「文の中に現れていない話し手の意志」を伝えるのに使うこと
ができ、命令・拒絶・脅し・約束・決意表明などの対人関係的な機能を果たす。
(3) 
c. Be going to は完全な助動詞になりきっていない面がある。(4)(7) 





a.  Be going to はどのような表現であるかついての仮説を作る。 
b. その仮説に基づいて(9)が説明できるかどうかを検証する。 












3. Be Going To の正体についての仮説 
 ここでは、「be going to は何物か」という問題についての仮説を次のように設
定します。 
 







a.  Be going to に現れる移動動詞 go は、どのような意味をもつものか。 










































 I live (1) Kobe. 
b. 私は１月生まれです: 
 I was born (1) January. 
 
c. 神戸から大阪まで: 
 (2) Kobe (3) Osaka 
d. 月曜から金曜まで: 




 Kyoto is (4) . 
b. クリスマスが近づいてきた: 
 Christmas is (4) . 
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(16)  
a. もうすぐ京都だ: 
 We are (5) Kyoto. 
b. もうすぐクリスマスだ: 
 We are (5) Christmas. 
 
c. もう神戸につきました: 
 We've (6) Kobe. 
d. もう７月になりました: 






 I live (in) Kobe. 
b. 私は１月生まれです: 
 I was born (in) January. 
 
c. 神戸から大阪まで: 
 (from) Kobe (to) Osaka 
d. 月曜から金曜まで: 




 Kyoto is (approaching). 
b. クリスマスが近づいてきた: 




 We are (approaching) Kyoto. 
b. もうすぐクリスマスだ: 
 We are (approaching) Christmas. 
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c. もう神戸につきました: 
 We've (reached) Kobe. 
d. もう７月になりました: 



















































































4.3. Be going to～の Go 
 Be going to の go は、このように時間を空間に見立てて捉えるメタファー表現























a. John was swimming in the river.  ジョンは川で泳いでいた 
b. Mary was drawing a circle. メアリーはマルを書いている途中だった。 
 
 (23a)の swim in the river「川で泳ぐ」は、始まりと終わりがあると認識される






(23a)の swim in the river という行為は、「どこで終わるか」があらかじめ決まっ
ていません。続けようと思えばいつまでも続けることができる行為です 26。そ
れに対して(23b)の draw a circle はマルが書き上がる時というはっきりとした
終点があります 27。 




a. John was swimming in the river.   ジョンは川で泳いでいた 
b. John swam in the river.    ジョンは川で泳いだ 
 
 それに対して、draw a circle は途中の一部分だけとったのでは最終的にマル






a. Mary was drawing a circle.  メアリーはマルを書いている途中だった。 
b. Mary drew a circle.  メアリーはマルを書いた。 
 








a. He knows the answer. 
b. * He is knowing the answer.彼は答えを知っている。 
 
 Know the answer「答えを知っている」は、日本語では「知っている」と「てい
る」を使って表されますが、この英語表現は進行形にすることはできません 28。
Know the answer は始まりと終わりがあるとは認識されない、状態を表す表現で
す。このような表現は進行形にすることはできないのです。 




a. He was writing a letter. 
b. He wrote a letter. 
 

































a. He is arriving pretty soon. 

























(29) He was kicking the ball.  
 














a. We are going to the opera a lot these days. 
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5.4. 進行形としての Be Going To 





a. John was swimming in the river.   ジョンは川で泳いでいた (23a) 
b. Mary was drawing a circle.  メアリーはマルを書いている途中だった。      
(23b)  
c. He is arriving pretty soon.    彼はもうすぐ到着します    (28a)  
d. I'm taking Mary out for dinner this evening. 今晩メアリーを食事に連れていくこ
とになっています (28b) 
 
 Be going to が未来を語るのに使われる表現だということに惑わされないよう
に、十分注意しながら考えてください。 
 
 Be going to が未来表現ということで、この進行形は I'm taking Mary out for 





 ということで、be going to は(32d)や(32c)のタイプと考えるのは無理がある
ことになります。 
 実は、be going to は、Mary was drawing a circle (32b)のタイプの進行形と考え
るのが自然です。Be going to...は go to...の進行形ですが、go to ...が指し示すの
は ...という出来事に到達したところで完結する移動です。したがって go to ...
は draw a circle と同じタイプの表現と言えます。  
 
6. Be Going To についての仮説(とりあえずのまとめ) 




a.  Be going to はどのような表現であるかついての仮説を作る。 
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b. その仮説に基づいて(9)が説明できるかどうかを検証する。 










a. Be going to に現れる移動動詞 go は、どのような意味をもつものか。 
b.英語の進行形は、どのような意味をもつものか。 
 
 この問に対する答えを be going to に即してまとめると、次のようになります。 
 
(33) 
a. Be going to に現れる移動動詞 go は、未来の出来事に向かっての時間軸上の移
動を指し示す。 









a. Be going to はどのような表現であるかついての仮説を作る。 
b. その仮説に基づいて(9)が説明できるかどうかを検証する。 
c. さらに同じ仮説に基づいて、be going to の(9)以外の事実を説明できるかどう
かを検証する。 
 
 先に、be going to についての事実を次のようにまとめました。 
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(9) 
a. Be going to は「主語(=話し手)が現在持っている意志・予定」「現在の状況に
基づく未来のことについての見通し」を語るのに使うことができる。(1)(2) 
b. Be going to は「文の中に現れていない話し手の意志」を伝えるのに使うこと
ができ、命令・拒絶・脅し・約束・決意表明などの対人関係的な機能を果たす。
(3) 
c. Be going to は完全な助動詞になりきっていない面がある。(4)(7) 
d. Be going to は「繰り返し」を伝えるのに使われることがある。(8) 
 
 これらのうち、(9c)は簡単です。Be going to が will や to の後に現れたり(4)
完了形で使われたり(7)することは、be going to が動詞 go の進行形であるとい
うことで説明できます。一般に進行形はこれらの環境に現れることができるか
らです。 






a. We are going to get a new car soon. (=(1)) 
         もうすぐ新しい車を買います(買うつもりです／買う予定でいます)。 
b. Sandra's going to have another baby in June. (=(2b)) 


















a. You are not going to play football in my garden. 
うちの庭でサッカーなんかしないでくれ！ 
b. I'm not going to sit up all night listening to your problems! 
一晩中徹夜であんたの悩み事に付き合うつもりなんかないからな! 
c. No, you're not going to use that! 
だめ、それ使っちゃ！ 
d. Your interview is going to be held in my office. 
面接は私の執務室で行います。 
e. He's going to suffer for this. 
あいつめ、このお返しに懲らしめてやるぞ。 
f. You are going to do as I tell you. 
私の言うとおりにしてもらいます 

















(1) We are going to get a new car soon. 
        もうすぐ新しい車を買います(買うつもりです／買う予定でいます)。 







a. Look at the sky. It's going to rain. 
     空見て。雨になるよ(なりそうだよ)。 
b. Sandra's going to have another baby in June. 








 (3)はどうでしょうか。  
 
(3) 
a. You are not going to play football in my garden. 
うちの庭でサッカーなんかしないでくれ！ 
b. I'm not going to sit up all night listening to your problems! 
一晩中徹夜であんたの悩み事に付き合うつもりなんかないからな! 
c. No, you're not going to use that! 
だめ、それ使っちゃ！ 
d. Your interview is going to be held in my office. 
面接は私の執務室で行います。 
e. He's going to suffer for this. 
あいつめ、このお返しに懲らしめてやるぞ。 
f. You are going to do as I tell you. 
私の言うとおりにしてもらいます。 




 まずは肯定文である(3d, e, f)から考えましょう。これらは文の中に現れてい
ない話し手の意志を主語の移動の原因として想定することで用法を説明するこ
とができます。 

















 この節で be going to に適用した考え方は「力のせめぎ合い」(force dynamics)
と呼ばれるもので、認知意味論では非常に重要視されている考え方の一つです 31。 
 以上で、先に be going to についてまとめた事実 
 
(9) 
a. Be going to は「主語(=話し手)が現在持っている意志・予定」「現在の状況に
基づく未来のことについての見通し」を語るのに使うことができる。(1)(2)  
b. Be going to は「文の中に現れていない話し手の意志」を伝えるのに使うこと
ができ、命令・拒絶・脅し・約束・決意表明などの対人関係的な機能を果たす。
(3) 
c. Be going to は完全な助動詞になりきっていない面がある。(4)(7) 










a. Be going to はどのような表現であるかついての仮説を作る。 
b.その仮説に基づいて(9)が説明できるかどうかを検証する。 








10. 結び: この章でやったこと、やらなかったこと 
 この章では be going to がどのような仕組みで未来を表すかについて議論して
きました。 




a. Be going to はどのような表現であるかついての仮説を作る。 
b. その仮説に基づいて(9)が説明できるかどうかを検証する。 
c. さらに同じ仮説に基づいて、be going to の(9)以外の事実を説明できるかどう
かを検証する。 
 
 (10a)としては第 6 節までで次の(33)を提示しました。 
 
(33) 
a. Be going to に現れる移動動詞 go は、未来の出来事に向かっての時間軸上の移
動を指し示す。 











こともあります。それは「Be going to について will との対比で考える」という
ことです。それにはもちろん理由があります。それは「Be going to が未来を表
す仕組みと will が未来を表す仕組みが、根本的に違う」ということです。 


















a. I'll answer it. 
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か。また、電話が鳴った時に出ることが前から決まっていた係の人の言葉とし
てはどちらがより自然でしょうか。 







a. She will have a baby in July. 














a. Look! It's going to rain. 
b. # Look! It will rain. 
 
(41) 
a. Look! That kid is going to fall off his bike. 
b. # Look! That kid will fall off his bike. 
 
 問題です。これらの場合に will を使うと変な感じになるのですが、be going to








a. I was going to call him last night. 
















 Be going to は一般に未来を表す表現と言われています。しかしその一方で、
be going to は He is going to ...のように、少なくとも形式上は現在形で使われま
す。これはなぜなのでしょうか。 
 かりに「Be going to は意味としては未来を指し示すのに形としては現在形な








1-4 Swan (2005: 214)より。  
5-6『ウィズダム英和辞典(第 3 版)』s.v.go より。  
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7 安藤(2005:102)より。 
8 安藤(2005:102)、『オーレックス英和辞典(第 2 版)』s.v.go より。 
9 『ウィズダム和英辞典(第 2 版)』s.v.「なにがなんでも」 
10『ウィズダム英和辞典(第 3 版)』から訳を一部改変。 
11『ウィズダム英和辞典(第 3 版)』より。 
12 安藤(2005:102)より。 
13『オーレックス英和辞典(第 2 版)』より。 
14『ウィズダム和英辞典(第 2 版)』s.v.「なにがなんでも」 
15 Langacker(1990:23-24)。 
16 Dixon (2005:173)。 
17 Dixon (2005:73)。 
18 have to には「～しなければならない」の他に「～に違いない」という意味も
あります。ここでは後者の意味に解釈しています。 
19 この例文は Dixon (2005:73)にあるものです。 
20 この例文は Langacker (1991: 233n.19)にあるものです。 















31 Talmy (1988, 2000)。 
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